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シーズ銀行を運営し、624 人のメンバーが銀行に
預金している。この銀行の利率は年 28％で担保は
不要で手続きも簡単である。政府系銀行の利率は
22％で担保が必要で手続きも面倒である。1回に
つき50000ルピーの融資が可能で、返済が済めば
次の融資が受けられる。これまで 100％の返済実
績がある。このシ ズー銀行の融資実績として、セメ
ントブロック、カット・フラワー、22 の店舗等を運
営している。
　以上の調査のまとめとして、今回訪問した村や
地域における村人は、サルボダヤのプロジェクトを
通じて多様な参加形態をとっていることがわかっ
た。特に、サルボダヤ・ソサエティが運営している
シ ズー銀行は、1993 年の開設以来 20 年間で着実
に浸透していた。このシ ズー銀行がこの村で広がっ
た要因は、村人が簡単に無担保でお金が借りられ
ること、身近な村の顔見知り同士のため借りたり貸
したりしやすいこと、である。現在のサルボダヤは、
国内各地でシ ズー銀行のようなマイクロ・ファイナン
スを通じた「参加」による社会起業プロジェクトを
行っていることが多いが、このことは長年にわたる
サルボダヤの開発活動の一つの到達点であり、サ
ルボダヤの活動の現実の姿なのだろう。サルボダ
ヤの専務理事ビニヤ・アリヤトネ氏が「中進国になっ
たスリランカでは、これからサルボダヤをどのよう
に社会起業化していくかが課題だ」といっていた
のが印象的だった。今後サルボダヤの活動は、こ
れまでの海外からの支援による慈善活動からいか
に社会起業活動していくかが問われている。
　サルボダヤは、現在サルボダヤ大学の構築を目
指しており、将来宇都宮大学の学生との交流が可
能になったら非常に嬉しい。是非宇都宮大学の学
生をスタディツアーによりスリランカに連れていきた
い。
ヌワラエリヤ地区にあるラマリヤ村のサルボダ・ソサエティ
が運営するシーズ銀行の関係者たち
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平成 24 年春、十数年ぶりに小山第三中学校に
戻ってきました。昨年度半年間の内地留学でスペ
イン語を学びはしたものの、日本語指導について
はほとんど経験のないまま日本語教室の担当を任
され、異動された前任の先生の後を受けてのスター
トでした。
栃木県内には今年度40 の小中学校が外国人児童生徒教育拠点校に指定され、積極的に外国につながる
子どもの支援をおこなっています。HANDSnextでは、 これら拠点校での取り組みについて広く知っていただ
きたいと思い、新連載を企画しました。名付けて “進め！日本語教室 ”。今年度から担当になられた教員を
中心に、日本語教室での取り組みの様子を紹介していただきます。
本校の日本語教室には私の他に３人のベテラン
支援員さんがいて、右も左も分からない私をいつ
もサポートしてくれています。私の専門は英語で、
今年度は通常の英語の授業と日本語の授業をか
けもちしているため、通級してくる生徒たちにどん
な教材を準備したらよいか分からず、またその準
小山市立小山第三中学校
日本語教室担当教諭 栗 原　啓 子
「日本語教師１年生レポート」
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備の時間確保も十分とはいえません。週の授業持
ち時間数も多く、それに比例して教材研究も増え、
大変な時もありますが、日本語の授業にやってく
る生徒個人の指導ファイルを開くと、いつもそこに
は次の授業で使うプリントが支援員さんの手で準
備されていて、私はそれを使って教えるだけでよ
い状態になっているので本当に助かっています。
日本語を指導して思ったのは、言葉の教え方は
英語も日本語も基本は同じなんだな、ということ
でした。学ぶ生徒にとって必要なことは何かを教
える側がきちんと把握し、それを使う場面や状況
を設定し、定着させるための練習を行ったらそれ
を応用して使う活動を行う、という流れは共通だ
と感じました。また、私のスペイン語は辞書を使っ
ての読み書きなら何とか、というレベルなので、
英語がある程度分かる生徒には日本語の意味を
英語で説明すると分かってくれるという場面もあり
　「先生、パパは今、福島。大丈夫？」
中国から来日して約１か月の小学生の男の子が日
本語でこう言うと、
　「大丈夫、大丈夫。」
とやはり中国から来た中学生の女の子が日本語
でねぎらう。３・１１を宇都宮で経験した次の週、
不安を抱えた子供たちの授業中の会話である。
　ここは、宇都宮市にある初期日本語指導教室。
平成２１年度に開設された教室で、来日３か月以
内の外国にルーツを持つ児童生徒が約２か月間、
簡単な日本語と学校の決まりを学んでから小中学
校へ編入学する。平日午前中の３時間のみの教
室ではあるが、日本の小中学校へ編入する心構
えができ、通級開始から１か月も経てば、たどた
どしくとも日本語でコミュニケーションも取ること
ができてくる。授業中はなるべく日本語を使用す
ます。逆に生徒からポルトガル語やスペイン語を
教えてもらったり、先日は日本語教室に掲示する
４ヶ国語あいさつ表現一覧表の文法チェックをして
もらうなど、生徒に助けられることもありました。
昨年度後期の内地留学期間中は、栃木県内に
ある日本語教室を訪問し、それぞれの担当の先
生方にお話を伺う機会がありました。どの教室も
運営される先生方の持ち味を生かした、明るく活
気のある雰囲気でしたが、日本語教室に限らず、
教室というところは、１歩足を踏み入れた途端に
学級経営の様子や、そこで生活する人たちが楽
しく充実した時間を過ごせているかなどが自然に
感じられるものだと思いました。それは教室の明
るさだったり掲示物だったり流れる空気やにおい
だったりとさまざまですが、私は自分に任されたこ
の教室を、訪れる人だけでなく自分自身もが心地
よく感じられる空間にしたいと思いました。幸い支
援員さんが皆さん女性なので、“日本語教室をか
わいらしくしよう”と意見が一致し模様替えを始め
ました（前任の先生、ごめんなさい）。机の配置換
えをしたり各国の国旗を壁に貼ったりして、少しず
つ出来上がっていく教室を見ていると、単純です
が、明日も頑張ろうという気持ちがわいてきます。
私の日本語教師としての日々はまだ始まったばかり
です。いつまでも新鮮な気持ちで頑張りたいと思っ
ています。
3・11を宇都宮で経験した
　　　外国から来た子どもたち
宇都宮市教育委員会初期日本語指導教室
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　室長 神 山　 英子
